


高校生のための学びの基礎診断とは

教育委員会等の方針の下で、目的・状況・ニーズ等に応じて、ふさわしい測定ツールを選択・活用

＜教育委員会等の方針の下での測定ツールの選択・活用のイメージ＞

＜測定ツールの選択イメージ例＞

全校共通で又は学校郡等で生徒の基礎学力の定着度合いを統一的に把握

第2学年

第1学年

4月 3月

学習習慣等の調査も併せて行うことにより、さらに詳細な分析も可能

基礎学力向上に重点的に取り組む学校では義務教育段階の定着度合いの測定を重視した測定ツールを活用したり、
英語教育に重点的に取り組む学校等では英語単独の測定ツールも活用することでより丁寧な学力把握も可能

高校段階における生徒の基礎学力の定着度合いを測定する民間の試験等を文部科学省が一
定の要件に適合するものとして認定する仕組みです。平成30年度から制度がスタートします
（対象教科は国語・数学・英語の3教科）。

基礎診断の特長や活用方法は
各学校は、生徒の実態などを踏まえて教育目標を設定し、教育課程を編成します。その際、生徒に身に付けさせたい学力の水
準やその把握方法を定めることが望まれますが、育成しようとする資質・能力を測定するのにふさわしいツールを選択・活用
することが重要です。各学校が認定されたツールを選択・活用する際には、各民間事業者が明らかにする出題の設計図に当
たる「測定しようとする資質・能力の具体的内容」（認定後に文部科学省ホームページにおいて公表）を手掛かりにして、ふさ
わしいツールを選択することや、学校の教育目標や学習到達目標を設定したり見直したりすることも効果的です。

生徒が自らの強みや弱みを理解して効果的に学習することができます。学習の成果や達成感を実感することで自己肯定感・自己
有用感を高めたり、学習に向けた動機付けとしても活用したりすることができます。

受検結果のフィードバックは、生徒だけでなく学校に対してもきめ細かく行われますので、学校における教育指導のPDCAサイク
ルの取組にも役立てることができます。

基礎診断は、義務教育段階の学習内容を含めた高校生に求められる基礎学力の確実な習得とそれに
よる学習意欲の喚起を図ることが狙いです。基礎診断は希望参加型ですが、高校段階における多様
な学習成果を測定するツールの一つであり、高校等の実態に応じて選択できる多様な測定ツールが
民間事業者から開発・提供され、その利活用を通じて高校生の基礎学力の定着に向けたPDCAサイ
クルの取組が促されることが期待されます。

社会で自立するために必要な基礎学力について、各学校
がそれぞれの実情を踏まえて目標を設定し、教育課程を
編成。多様な測定ツールを活用しながら生徒の学習状
況を多面的に評価し、指導の工夫・充実を図っていく。
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●高校の魅力づくりとともに、
　質の確保のための体制強化や再編整備
●学校支援のための人材配置や予算措置、
　教員研修等の取組

※CBTも可

▼出題

●学習成果や課題が確認でき、事後の学習改善や
　教師による指導の工夫・充実に資する結果提供  等

▼結果提供

●学習指導要領を踏まえた
　出題の基本方針に基づく問題設計
●対象教科は国・数・英
　（共通必履修科目中心、義務教育段階含む）
●主として知識・技能を問う問題に加え、
　主として思考力・判断力・表現力等を問う問題の出題
●記述式問題の出題
●英語４技能測定

認定基準

測定ツールの充実取組を促進

教育委員会等による
学校への支援
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「高校生のための学びの基礎診断」
制度の創設

指導・学習改善

教育目標、教育課程、
指導計画の見直し等

学習成果・課題
の分析・把握

試験実施

個に応じた多様な
学習活動の実施
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全校共通の1つの測定ツールを活用
（実施時期も統一）

学力等の実態に応じて学校群等ごとに
1つの測定ツールを活用

実施時期等の一定の方針の下、個々の学校や学科、
学級等の状況にあった測定ツールを活用

前回からの伸びやつまずきを確認
　●学習改善《生徒》
　●指導の工夫・充実《教師・学校》
　●当該年度の指導計画等の見直し《学校》
　●次年度の教職員定数の配分や補習指導員の配置数等に反映《教育委員会等》
　●当該年度後期の補習指導員の配置校等の調整・見直し《教育委員会等》

国数英の3教科セットに加えて、
英語教育に重点的に
取り組む学校等においては、
英語単独の基礎診断により、
より丁寧な学力把握も可能

○○高校
測定ツールA

英語 国語 数学 地歴 公民 理科　… 職業に関する各教科

教師が日々の授業の中で定期考査や実力テスト等も活用しつつ学習評価

前回からの伸びやつまずきを確認
●学習改善《生徒》
●指導の工夫・充実《教師・学校》
●次年度の補習指導員の
　配置校等を調整《教育委員会等》
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つまずきを確認
　●学習改善《生徒》
　●指導の工夫・充実《教師・学校》
　●次年度の第1学年/第2学年（進級後の学年）の教育課程等に反映《学校》
　●次年度の教職員定数の配分や補習指導員の配置数等に反映《教育委員会等》

その他適時、高校教育の基本方針の策定・見直しや
基礎学力向上に取り組む重点校の指定のための
一つの材料として活用 等《教育委員会等》
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自治体独自の
学力調査

専門校長会が
実施する検定

教師が日々の授業の中で定期考査や実力テスト等も活用しつつ学習評価

選択式問題 PBT

□□高校
測定ツールD

教師が日々の授業の中で定期考査や実力テスト等も活用しつつ学習評価

選択式問題+記述式問題 PBT
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測定
ツー
ルB

測定
ツー
ルC

認定 認定

…


